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【別紙】

委員からの意見・質問 市の回答

①今回の対象案件は、全て最低制限価格算定方法の
改正（以下「同改正」という。）後のものか。

①そのとおりです。全て平成21年9月に改正を行った
後の案件です。
　具体的には、まず最低制限基準金額（以下「基準
金額」という。）を事前公表いたします。その後、
開札時に予定価格等算出割合（以下「算出割合」と
いう。）をくじにより決定し、基準金額に算出割合
（94.00～97.99％）の率（以下「くじ率」とい
う。）を乗じて最低制限価格を算定する方式（以下
「最低制限価格算定方式」という。）に改正いたし
ました。

②抽出事案１〔（仮称）橿原市観光交流センター建
設工事〕と抽出事案２〔橿原中学校プール改修工
事〕について
　
　応札各業者の入札率が80～90％台と高めに集中し
ている。高落札率の案件が数件なら問題ないが、あ
まりに件数が多いと談合等を疑わざるを得なくなる
のではないか。

②高落札率の案件は少なく、同改正後の土木一式工
事の平均落札率は、78.64％（建築工事は84.47％）
となっています。

　件数が少ないのであれば、特に問題ない。

③同改正は、工事の品質保証と業者の健全経営の確
保という２つの要素にポイントを置いた入札制度改
正だという印象である。
　最低制限基準金額の設定方式（直接工事費等の工
事費種別に一定率をかけた額を合計して設定する方
式）は、他の自治体でも採用・浸透しているのか。

③この設定方式は、国土交通省の低入札価格調査基
準に基づいておりますので、採用している自治体は
多いです。

④この３年間で様々な入札制度改正を行ってきた
が、市としての自己評価はどうか。

④同改正によって、改正前と比較して土木工事・建
築工事でも、結果として５％程度落札率が上昇しま
した。改正前のような、低価格での競争はある程度
回避することができたと考えます。しかし、現在の
制度は100％ではなく、今後も先進地等の事例を研究
してまいります。
　また、品質管理の面では、検査体制を充実させた
結果、各業者の評価点数が上がってきており、品質
も上がってきていると考えています。

⑤算出割合をくじ率により決定しているが、なぜそ
の方式を導入したのか。

⑤以前は、最低制限価格自体を事前公表しておりま
した。その結果、入札参加者の応札金額が最低制限
価格と同額で並んでしまい、落札者を決定するくじ
引き（抽選）を行う、という事象が多数発生しまし
た。
　そのため、平成14年8月から現在の開札時にくじ率
を決定する最低制限価格算定方式を導入しました。

　最初から基準金額に94.00％を乗じた金額を最低制
限価格としておけば、10者でも20者でもくじ引き
（抽選）さえすれば、最も低い額で契約が可能であ
る。
　94.00～97.99％の幅を持たせることによって、最
大約4％高い金額で契約をしなければならない。それ
は、市民の目線で支出を抑えるという観点から考え
ると疑問である。改めて検討していただきたい。

　この方式の意図は、複数の落札候補者が同額に張
り付かないようにするため、基準金額を設定し、そ
れにくじ率を乗じることでより一層競争性を働かせ
るということです。
　また、今後も先進地等の調査を行いながら検討し
てまいりたいと思います。

＜抽出案件の参加資格設定及び業者指名・選定理由について＞
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委員からの意見・質問 市の回答

⑥抽出事案６〔実施設計業務委託　忌部山処理分区
（第２１－２）〕について

　当案件は低価格受注（落札率32.99％）であるが、
安ければ品質確保の面や業者の経営面での負担と
いった不安もあるが、その点は考慮されているの
か。

⑥当案件については、品質確保という面につきまし
ては施工段階で市の監督員が随時確認しており、品
質は問題ございません。
　ただ、測量・コンサル業務に関しても、最低制限
価格は県でも導入しており、橿原市においても導入
していく必要があると認識しており、現在検討中で
す。

⑦随意契約の見積合わせ（３者）を行った抽出事案
９〔調整池維持工事〕と抽出事案10〔会所桝改善工
事〕について
　
　上記の案件と同様、低価格受注（落札率30.40％、
42.29％）である。

⑦両工事とも工期としては十分間に合っており、工
事も丁寧に施工され、現場はきれいに仕上がってい
ます。地元の住民の方にも喜んでいただいていま
す。
　ただ、施工中は市の監督員が毎日のように現場確
認に行っており、低価格受注になると監督員の負担
が増えてしまう状況となっています。

⑧測量・コンサル業務について、業者ごとに経営事
項審査のような形式の点数付け又はランク付け等は
行わないのか。

⑧測量・コンサル業務についても一部の案件におい
て、完了検査を行っています（平成２０年度よ
り）。また、現在は指名競争入札で行っています
が、将来的には一般競争入札に移行したいと考えて
います。その中でランク付け等を行うことも一つの
課題として、検討しています。

⑨抽出事案１〔（仮称）橿原市観光交流センター建
設工事〕について
　
　当案件は、大手企業と市内業者との特定建設工業
共同企業体（ＪＶ）を入札参加要件としている。た
だ、対象者数（最大19）に対して、実際の入札参加
ＪＶが７と非常に少ない。
　ＪＶという要件が参加を妨げる要因になっている
のではないか。あるいは、ＪＶの代表者を県内本店
業者又は準県内本店業者に限定していることが要因
になっているのではないか。

⑨当市の想定よりも参加者が少なかったのは事実で
す。要因の一つとしては、大手企業とのＪＶという
のが、市内業者にとっては不慣れだったのではない
かと想定しております。

　地域性を考慮するというのは結構である。ただ、
当案件のようなシンボリックな事業には、単なる金
銭的なもの以上の価値があり、本来であれば大手企
業も市内業者も参加したいはずである。
　地域性で縛りすぎることによって参加者が少なく
なったのであれば、検討の必要があるのではない
か。

　地域要件については、今後検討してまいります。

⑩案件によって、入札参加資格を「市内本店」のみ
としている場合と「準市内本店」までとしている場
合とあるが、どのように区別しているか。

⑩工種によって区別しています。例えば、登録部門
の業者数が多い土木工事・建築工事等は市内本店業
者だけに限定しています。また、業者数が少ない塗
装工事・防水工事等については、準市内本店業者も
含めております。
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委員からの意見・質問 市の回答

⑪抽出事案７〔市道路舗装工事〕について
　総合評価落札方式で発注されているが、以下の点
について教えていただきたい。

⑪

(1)「簡易型」とはどのような方式か。 (1)国が推奨している方式には現在４つのタイプがあ
りまして、特別簡易型・簡易型・標準型・高度技術
型という４種類でございます。簡易型とは当市から
求めた項目に沿って業者が技術・施工計画について
提案し、それを評価するというものです。
　今回の案件では、２点を提案項目としておりま
す。１点が安全管理（一般通行車両及び歩行者の安
全管理）と２点目が施工方法（夜間工事における周
辺生活環境に配慮した施工方法）について提案を受
けました。

(2)業者から提案があった技術について、どのような
点を評価されたか。

(2)夜間工事する際、周辺の安全確認のためにバルー
ン照明を用いる点等です。通常の照明と違い、アド
バルーンの照明を上げて、360度どこから見ても工事
中であることがわかるようになっている点を評価し
ました。

(3)大手企業が入札辞退した原因は何か。 (3)推測ですが、業者にとっては事務的作業に時間と
コストがかかり、メリットが少ないと判断したので
はないかと考えています。

⑫電子入札について、今後の予定等はどのように
なっているか。

⑫市としては、導入にはやぶさかではありません。
　しかし、県下他市の状況等を勘案し、電子入札シ
ステムがある程度普及した段階での導入を考えてい
ます。
　また、談合防止という目的は、現状の郵便入札で
達成されていると考えています。

＜次回の開催について＞

＜その他の事案について＞

　次回の当委員会は、平成23年1月の開催を予定しています。
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